










































ートの流動試験を行い、セメント比が 30～60%、スランプが 18～23cm、スランプフローが 55
～65cmの範囲において見掛けの塑性粘度および見掛けの降伏値を求めることができ、これらの
値は既往の結果とおおむね一致していることを明らかにした。 
第６章「傾斜フロー試験器（Ⅲ）によるフレッシュモルタル・フレッシュペーストの流
動性評価」では、前章で改良した試験器を用いて、フレッシュコンクリートから粗骨材を
除いたフレッシュモルタルおよびフレッシュモルタルから細骨材を除いたフレッシュペ
ーストの流動試験を行った。その結果、モルタル・ペーストごとに試験に使用する試料の
適正量およびに適正な傾斜角度を用いることで、見掛けの塑性粘度および見掛けの降伏値を
求めることができ、これらの値は既往の結果とおおむね一致していることを明らかにした。 
第７章「傾斜フロー試験器（Ⅲ）によるレオロジー定数と調合の関係」では、第５章の結
果をもとに、レオロジー定数と流動性試験との関係、降伏値と調合の関係および塑性粘度
と調合の関係について検討し、レオロジー定数と流動性試験との関係では、見掛けの降伏
値とスランプフローの関係性は普通コンクリートと高強度コンクリートでの連続性がない
こと、見掛けの塑性粘度と50cmスランプフロー速度では相関は小さいこと、降伏値と調合
の関係では、単位水量および高性能AE減水剤の使用量の変化は水セメント比により異なる
こと、塑性粘度と調合の関係では、水セメント比の変化が支配的で高性能ＡＥ減水剤の使
用量の変化に対しては影響が少ないことなどを示した。 
第８章「結論」では、本研究を総括し、得られた知見をまとめて結論を示した。 
 
 
 
